
 

 

補聴器と Roger 

-騒音下での聴取能の大幅な改善- 

テキサス州ダラスにあるテキサス大学の一角、コミュニケーション障害を専門とするキャリアー・センターにて研究が行われました。

Linda Thibodeau教授の最近の研究では、補聴器と Rogerを使用することで特に 65 dB(A)から 80 dB(A)といった非常に騒がしい

環境での言葉の聞き取りが、従来の FMやダイナミック FM よりも大幅に改善されると発表されています。 

Rogerを使用した時の語音聴取検査の結果が、80 dB(A)の雑音負荷時でダイナミック FMを使用した時の結果と比較して平均で

35%改善、また 75 dB(A)の雑音負荷時で従来の FM と比較して 54%以上の改善が見られました。また研究に参加したほとんどの

人が日常生活でも Rogerの方が聞こえが良いと答えました。 

 

目的 

この研究の目的は、新しい補聴援助システム Rogerによる

聴取能の改善効果を、実験環境および実環境の両方で、

主観的また客観的に、ダイナミック FM補聴援助システム、

そして従来の FM補聴援助システムと比較することです。 

 

方法 

3つの世代のそれぞれの補聴援助システムを使用して、静

寂時と雑音負荷時で語音聴取検査を行いました。語音聴

取検査では、無作為に選択された HINT（Hearing in Noise 

Test）のリストにある文章が使われました。使用する雑音は、

1年生から 4年生のそれぞれの日常的な教室の活動音を

録音し、デジタル処理で音を重ねたものを使用しました

(Schafer and Thibodeau 2006)。この雑音は、被検者の頭

の位置で 50, 55, 60, 65, 70, 75, 80 dB(A)となるよう提示

されました。マイクロホン（送信機）の位置で測定した 2回目

の騒音レベル測定でも 1回目の騒音レベルと同じであること

を確認しました。 

3つの補聴援助システムを、静寂時と 7つの騒音レベル

の雑音負荷時の条件で使用し、合計 24の結果を得まし

た。負荷する雑音レベルと補聴援助システムを変更すると

きは、音量を揃えました。 

主観的測定では、それぞれの補聴援助システムを実生活

で使用してもらいました。その際、被検者と検者には、どの補

聴援助システムかは知らされずに行われました。主観的測

定の測定方法についての詳細は図１を参照ください。 

主観評価用の提示音には、ダラスワールド水族館で使用し

ている教材を基にした文章が使われました。4か所で測定さ

れた周囲の騒音レベルは、聞き手の位置で 71～83 dB(A)、

話し手の位置で 70～82 dB(A)でした。視覚的ヒント無しで、

3つないし 4つの文章を聞いてもらった後、補聴援助システ

ムを交換しました。3つの全ての補聴援助システムを用いて

文章を聞いてもらった後、被検者に聞こえの程度を評価して

もらい、また一番聞き取りやすかったシステムを選んでもらい

ました。 

 

 



 

 

図１：客観的評価は室内に教室内の騒音を提示する 4つの

スピーカーを四隅に、また検査文を提示するスピーカーを正

面に配置して実施 （Roger inspiroのマイクロホンは、スピー

カーから 20 ㎝の距離に配置） 

 

被検者 

この研究では、16歳～78歳までの両耳に中等度から高度

難聴が認められる被検者 11人が参加しました。内 10人

は Phonak社の補聴器を装用、1人は Oticon社の補聴器

を装用していました。また、高校生が 4人、大学生が 2人

含まれていました。全員が補聴器とＦＭ補聴援助システムの

利用経験者でした。 

 

結果 

騒音下での言葉の聞き取りは、従来の FMやダイナミック

FMを使用した時の結果よりも Rogerを使用した時の結果の

方が飛躍的な向上が認められ、また、一番大きい雑音レベ

ルを負荷した時に一番大きな効果が認められました。（図 2

参照） 

4つの全ての条件で聞いた結果、被検者のうち 8人（73%）

が Rogerを一番に選びました。残り 3人の内、1人はダイナ

ミック FMを、1人は Roger とダイナミック FMの両方を一番

に選びました。以前にも同様の研究（Thibodeau, 2010）に

参加したことのある被験者は、Rogerによる聞こえは、前回

の研究で最高と評価した聞こえをはるかに超えていると述べ

ています。また大多数の被験者が、実環境での騒音下での

言葉の聞こえに関して Rogerが一番であると答えました。 

 

図２：従来の FM、ダイナミック FM、Rogerを使用した時の各

騒音レベルにおける HINTの正答率              

80 dB(A)の騒音レベル下では、10%以下の点数となったの

は、従来の FMで 9名、ダイナミック FMで 6名、Rogerで

は 1名のみという結果が得られた 

 

まとめ 

従来の FMやダイナミック FMでは不可能であった騒音下で

のコミュニケーションが Roger により可能となったと言えるで

しょう。 
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